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■高森町では、現在は「長野県景観育成計画」に基づいて景観保全・育成を行っています。 

 
現在は、長野県が作成した「長野県景観育成計画」の区域に高森町も含まれています。 
「長野県景観育成計画」は、『信州らしい景観を守り・育てていく』ことを目的として長野県下の市町村（※景観行政団体市町村を除く）を対象区域としています。 
このため、以下に示す「建築物等の行為の規模」を超えて建築物・工作物等の建築や増改築、開発等を行う場合、長野県の景観形成基準（ルール）に適合しているか事前審査を受けます。 

 
 

 

■高森町内で、表に示す規模を超える建築物・工作物等を行う場合は工事着手の30日前までに 

長野県下伊那地方事務所へ必要届出を行います。 

■景観育成基準（ルール）に適合している場合、通知を受けた後に着手します。 

→高森町が景観行政団体に移行した後は、「高森町」が届出を受け、審査します。 

 
 

 

◆高森町が景観行政団体移行後、町の景観づくりに取り組むなかで、どの程度の規模から審査対象 

とするか検討して決めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
高森町内では、平成26年度に1件届出がありました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参考：下伊那地方事務所ホームページ掲載資料より 

※1プラント類_コンクリートプラント、クラッシャープラントその他これらに類するもの貯蔵施設類飼料、肥料、石油、ガス等

　を貯蔵する施設処理施設類汚物処理場、ごみ焼却場その他の処理施設

※2電気供給施設等電気事業法（昭和39年法律第170号）第2条第9号に規定する「電気事業」のための施設又は電気通信

　事業法（昭和59年法律第86号）第2条第1号に規定する「電気通信」のための施設

※3都市計画法第4条第12項に規定する開発行為及び景観法施行令第4条第1項に規定する土地の形質の変更

※4公衆の関心を引く形態又は色彩その他の意匠（営利を目的としないもの及び表示期間が30日以下のものを除く）

※5枯損木竹の伐採、間伐等の樹木の保育のために通常行う管理行為は除く。
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※対象行為の届出を行った日から30日間経過しなければ行為の着手はできない 

届出が必要な建築物等の行為の規模 

＜届出対象行為の手続きの流れ＞ 

【高森町景観計画ではどの程度の規模から審査対象とするか？】 
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■「長野県景観育成計画」による景観育成基準 沿道地域 

田園地域 

山地・高原地域 都市地域 

周辺と壁面線を合わせつつ、極力道
路から後退し、連続した空間を構成

するよう努めること。 

けばけばしい色彩とせず、周辺の建築
物等と調和した色調とすること。 

敷地境界には樹木等を活用し、門、

塀等による場合は、周辺の景観と調
和するよう配慮すること。 

背景のスカイライン及び周辺の
建築物等の形態との調和に努め

ること。 
建築物等の上部及び正面のデザイ

ンを工夫して質の高いものとなる
よう努めること。 

駐車場、自転車置場、焼却炉等を設ける
場合には、道路等から直接見えにくいよ

うに周囲の緑化に努めること。 

高さは原則として周辺の樹木の高さ以内

にとどめるよう努め、樹高以上になる場
合には周辺の景観と調和するよう形態等
に特に配慮すること。 

・高森町内も「長野県景観育成計画」にて、建物の高さや色彩等について一定の基準（ルール）が定められ
ています。 

・基準（ルール）は、景観形成上の地域区分(都市地域、田園地域、山地・高原地域、沿道地域)に区分され、
共通の基準及び地域別の基準（条件）が定められています。 

・高森町内は概ね図のような区分になっています。 
 
 
長野県景観育成計画の基準に準じながら、個性ある景観まちづくりに向け、見直し又は追加すべき項目が
無いか検討します。 

周辺のまち並みとしての連続性に配

慮した高さとする。(高層となる場合
は、圧迫感を生じないこと。) 

個々の建築物等の規模、高さは

極力おさえ、周辺の田園景観と
の調和に努めること。 

敷地内にある良好な樹林、樹木、
河川、水辺等は極力保全し、活用

するよう努めること。 屋根は原則としてこう配屋根
で、適度な軒の出を有するもの

とし、こう配は背景のスカイラ
イン、周辺の建築物との調和に
努めること。 

使用する樹種は周辺の樹木等、周辺の
景観と調和するものとすること。 

屋根は原則としてこう配屋根で、適度な軒の出
を有するものとし、こう配は周辺のスカイライ

ンとの調和に努めること。 

地域別の基準(ルール)の例 

山地・高原地域 

田園地域 

都市地域 

沿道地域 

【高森町の景観保全・育成のために、この基準（ルール）で対応できるか？ 足りないものはないか？】 
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【参考】「長野県景観育成計画」の景観育成基準 

(1) 都市地域 (2) 沿道地域 (3) 田園地域 (4) 山地・高原地域

(ｱ) 周辺と壁面線を合わせつつ、極力道路から後退し、連続し
た沿道の空間を構成するよう努めること。

(ｱ) 特に支障のある場合を除いて、５メートル以上道路から後
退するように努めること。

(ｱ) 道路からできるだけ後退し、道路側に空地を確保するよう
努めること。

(ｱ) 道路側に既存林を残せるように10メートル以上後退する
よう努めること。

(ｲ) 隣接地と相互に協力して、まとまった空間を生み出すよう
に努めること。

(ｴ) 地形の高低差を生かして、周辺の自然景観に調和するよ
うな配置とすること。りょう線や斜面上部への配置はできるだ
け避けること。

(ｲ) 高さは周辺のまち並みとしての連続性に配慮するととも
に、高層の場合、圧迫感を生じないよう努めること。

(ｲ) 高層の場合には、空地を十分にとり圧迫感等を生じないよ
う努めること。

(ｲ) 個々の建築物等の規模、高さは極力おさえ、周辺の田園
景観との調和に努めること。

(ｲ) 高さは原則として周辺の樹木の高さ以内にとどめるよう努
め、樹高以上になる場合には周辺の景観と調和するよう形態
等に特に配慮すること。

(ｲ) 周辺の建築物等の形態との調和に努めること。
(ｲ) 背景のスカイライン及び周辺の建築物等の形態との調和
に努めること。

(ｲ) 背景のスカイライン及び田園の広がりに調和する形態とす
ること。

(ｲ) 周辺の山並みと調和する形態とすること。

(ｳ) 建築物等の上部及び正面のデザインに特に留意し、都市
美の形成やランドマークの形成にも努めること。

(ｳ) 建築物等の上部及び正面のデザインを工夫して質の高い
ものとなるよう努めること。

(ｳ) 屋根は原則としてこう配屋根で、適度な軒の出を有するも
のとし、こう配は背景のスカイライン、周辺の建築物との調和
に努めること。

(ｳ) 屋根は原則としてこう配屋根で、適度な軒の出を有するも
のとし、こう配は周辺のスカイラインとの調和に努めること。

(ｲ) 反射光のある素材を使用する場合は周辺との調和に十分
配慮すること。

(ｲ) 反射光のある素材を極力使用しないように努め、やむを得
ず使用する場合には、着色等の工夫をすること。

エ材料

ウ形態・意匠

イ規模

ア配置

共通事項
(2) うるおいのある良好な空間をつくるため、緑化にあたっては、既存の樹木を極力活かすとともに、大径木や良好な樹木などを活用するとともに、周辺の樹木と調和した樹種や地域の自然植生を考慮した樹種を選定するなど、地域の特性を生かした
ものとし、周辺の景観と調和するよう努めること。

(1) 信州の景観の特徴となっている眺望景観の質を高めるため、次に掲げる事項に留意し、地域への導入部となる街路等からの見通しや地域の優れた見晴らし景観と調和した一体的な景観の育成に努めること。
ア　良好な景観の育成に資する被眺望地となる景勝地等への眺望を阻害することがないよう努めること。
イ　ランドマーク等への眺望を阻害することがないよう努めること。
ウ　沿道等からの眺望景観を保全するため、スカイラインの保全や周辺の基調となる優良な景観との調和に努めること。

(3) 建築物の建築、工作物の設置、土地の形質変更等の行為は、景観に与える影響が大きいため、このような行為を行うに当たっては、景観を阻害しないことはもとより、周辺の基調となる優良な景観に調和し、さらに、良好な景観の創造に資するよ
う、次のとおりとする。
ア広域的な観点から景観に与える影響に配慮するとともに、地域の景観の育成に寄与するよう配慮すること。
イ威圧感や殺風景な印象を与えないよう配慮するとともに、屋上設備や広告物等付帯設備を含め全体としてまとまりのある景観の育成に配慮すること。
ウ建築物が連坦する地域にあっては、まち並みという連続した空間の一部であることを認識し、一体性の確保に配慮すること。

(ｲ) 隣接の敷地境界からできるだけ離し、ゆとりのある空間を確保すること。

(1) 建築物及び工作物
の新築、増築、改築、移
転又は外観の変更

(ｳ) 敷地内に大径木や良好な樹林、樹木や河川、水辺がある場合、これを生かせる配置とすること。

(ｴ) 地域のランドマークやスカイライン等への眺望を極力阻害しないような配置とすること。

(ｱ) 周辺の基調となる景観から著しく突出した印象を与えないような規模、建築物等と敷地との釣り合い、高さとすること。

(ｱ) 周辺の基調となる景観に調和した形態であるとともに、全体としてまとまりのある形態とすること。

(ｴ) 周辺に伝統的な様式を持つ建築物が多い場合には、その様式を継承し又は取り入れた意匠とするように努めること。

(ｵ) 大規模な平滑面が生じないよう、陰影等壁面の処理に配慮すること。

(ｶ) 周辺の基調となる建築物等に比べて、規模が大きい場合には、屋根、壁面、開口部等の意匠の工夫により圧迫感や威圧感を軽減し、周辺との調和を図ること。

(ｷ) 河川、鉄道及び道路に面する壁面等は、公共性の高い部分として、デザイン等に配慮すること。

(ｸ) 屋上設備は外部から見えにくいよう、壁面、ルーバーの設置等の工夫をすること。

(ｹ) 非常階段、パイプ等付帯設備や付帯の広告物等は、繁雑な印象を与えないようにデザインに配慮し、建築物等本体との調和を図ること。

(ｱ) 周辺の景観と調和し、耐久性に優れた材料を用いること。

(ｲ) 反射光のある素材を壁面の大部分に使用することは避けること。

(ｳ) 地域の優れた景観を特徴づける素材を活用すること。
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長野県景観育成基準(続き)

(1) 都市地域 (2) 沿道地域 (3) 田園地域 (4) 山地・高原地域

(ｱ) けばけばしい色彩とせず、周辺の建築物等と調和した色
調とすること。

(ｱ) けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基
調とし、周辺の景観又は周辺の建築物等と調和した色調とす
ること。

(ｱ) けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基
調とし、周辺の田園や集落の景観と調和した色調とすること。

(ｱ) けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基
調とし、周辺の自然景観と調和した色調とすること。

(ｲ) 多色使い、アクセント色の使用等に際しては、使用する色
彩相互の調和、使用する量のバランスに十分配慮すること。

・周辺の景観と調和し、耐久性に優れ、退色･はく離等の生じ
にくいものとすること。

・周辺の景観と調和し、耐久性に優れ、退色・はく離等の生じ
にくいものとすること。

・反射光のある素材を極力使用しないように努め、やむを得ず
使用する場合は、着色等の工夫をすること。

・けばけばしい色彩とせず、周辺の建築物等と調和した色調と
すること。

・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基調
とし、周辺の景観又は周辺の建築物等と調和した色調とする
こと。

・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基調
とし、周辺の田園や集落の景観と調和した色調とすること。

・けばけばしい色彩とせず、できるだけ落ち着いた色彩を基調
とし、周辺の自然景観と調和した色調とすること。

・多色使いに際しては、使用する色彩相互の調和、使用する
量のバランスに十分配慮すること。

(ｳ) 敷地内にある良好な樹木、その他の樹木、河川、水辺等
は極力保全し、活用するよう努めること。

・反射光のある素材を使用する場合は、周辺との調和に十分配慮すること。

(ｴ) 色彩等

・使用する色数を少なくするよう努めること。

・光源で動きのあるものは、周辺の景観との調和に留意すること。 ・光源で動きのあるものは、原則として避けること。

(ｳ) 照明を行う場合は、周辺の建築物等との調和に留意すること。

(ｱ) 敷地境界には樹木等を活用し、門、塀等による場合は、周辺の景観と調和するよう配慮すること。

(ｲ) 周辺の建築物等に比べて相当大規模な建築物等にあっては、建物まわりの緑化により圧迫感、威圧感の軽減に努めること。

(ｳ) 駐車場、自転車置場、焼却炉等を設ける場合には、道路等から直接見えにくいように周囲の緑化に努めること。

(ｴ) 使用する樹種は地域の風土にあったものとし、特に道路等の公共空間や周囲の緑化との連続性に配慮すること。 (ｴ) 使用する樹種は周辺の樹林等、周辺の景観と調和するものとすること。

(ｲ) 使用する色数を少なくするよう努めること。

(4) 屋外における物件の
集積又は貯蔵

キ公衆の関心を引く目的で外観に施される形態又は色
彩その他の意匠（以下「特定外観意匠」という。）に関す
る付加基準

（変更後の土地の形状、修景、緑化等）

（採取等の方法、採取等後の緑化等）

（集積、貯蔵の方法及び遮へい方法）

(2) 土地の形質の変更
（法第16条第１項第３号
及び政令第４条第１項第
１号に規定するもの（土
石の採取及び鉱物の掘
採を除く）をいう。以下同
じ。）

(3) 土石の採取及び鉱
物の掘採

オ色彩等

(1) 建築物及び工作物
の新築、増築、改築、移
転又は外観の変更

(ｱ) 周辺からは目立ちにくいよう、採取の位置、方法を工夫し、敷地の周辺の緑化等に努めること。

(ｲ) 採取後は、自然植生と調和した緑化等により修景すること。

(ｱ) 物件を積み上げる場合には、高さをできるだけ低くするとともに、整然と、かつ威圧感のないように積み上げること。

(ｲ) 道路等から見えにくいよう遮へいし、その際には植栽の実施、木塀の設置等周辺の景観に調和するよう努めること。

カ敷地の緑化

・基調となる周辺の景観に調和する形態・意匠とし、必要最小限の規模とすること。

(ｵ) 河川等がある場合は、樹木を活用して、水辺の景観に配慮すること。

(ｱ) 配置

・道路等からできるだけ後退させるよう努めること。

・河川等の水辺や山並みなどの眺望を阻害しないように努めること。

(ｲ) 規模、形態・意匠

(ｱ) 大規模な法面、擁壁をできるだけ生じないようにし、やむを得ない場合は、緩やかなこう配とし、緑化に努めること。

(ｲ) 擁壁は材料、表面処理の工夫、前面の緑化等により周辺の景観との調和を図ること。

(ｳ) 敷地内にある良好な樹林、樹木、河川、水辺等は極力保全し、活用するよう努めること。

(ｳ) 材料

・周辺の景観と調和し、耐久性に優れ、退色・はく離の生じにくいものとすること。



5 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

■「上市田景観形成住民協定」 より住みよい原町の里づくりをめざして 

■高森町内でも、上市田と牛牧地区では景観形成住民協定を結び、独自に景観まちづくりを行っています。 

■緑豊かなまち 「牛牧区景観形成住民協定書」 

対　象 行為の種類 基準又は内容

区内の土地の転用又は開発 事前に区長に届け出をし、指導を受ける

屋外における資材、廃材等の野積みや、
青少年の健全育成に障害を及ぼす恐れの
ある施設等

避ける又は設置しない

区内の土地の形成変更 周辺の景観に調和するようにし、できるだけ緑化に努める

遊休農地や宅地等 荒廃しないよう、適正な管理に努める

高さ
アルプスの眺望をできるだけ阻害しないように、また、周辺の風景と調
和するようにできるだけ低く抑える

設置について
・区内の自己用のもの及び区内の公益に質するものに限る
・屋外広告物のために敷地を売買しない

大きさ 必要最小限の規模とし、周辺の山並みの眺望を阻害しないよう努める

色・デザイン 周辺環境に調和したものとし、蛍光色やけばけばしい色は避ける

ライトアップ等屋外照明

・ネオンを避け、必要以上の照明は設けない
・点滅式や回転式等のものは設けない
・周辺に農地がある場合は、作物に影響がないように、照度、点灯時間
に配慮する

設置について
・青少年の健全育成に影響ないもの
・空き缶等の管理が適正に行われること

設置位置
・原則として自己の営業用敷地内とする
・交通安全上、また、景観上支障のない場所

集会所、広場等の保全
区内の集会所、広場等は、訪れる人、使う人が気持ち良く、憩いの場と
なるよう保全に努める

道路、河川等の環境美化
区内の道路、河川等の美化や清掃に進んで参加し、環境及び景観の保全
に努める

史跡景観の保全
地区内の歴史を認識し、保護、伝承することの重要性を考え、今日まで
現存する遺跡、神社、薬師堂の他、伝説碑、記念碑、石仏、石碑等の保
全に努める

樹木の保全
神社、公園及び史跡等の樹木の他、風雪に耐えた私有の樹木についても
極力保全に努め、美しい緑の景観を維持するよう守り育てる

平成14年2月20日から効力を発する

公共物の管
理

広告物、屋
外ネオン等

維持管理
広告物の塗装や素材の劣化に対し、美観を損なわないよう維持管理に努
める

自動販売機

土地利用

建築物等

道路からの距離・緑化
明るく、ゆとりある沿道空間にするため、建築物はできるだけ道路から
後退し、緑化に努める(後退距離は法令等を遵守)

屋根や壁等建物の色 周辺環境に調和するようにし、できるだけ落ち着いた色調にする

敷地内の建物や植樹植栽等の管理 良好な状態が保たれるよう適正な管理に努める

対　象 行為の種類 基準又は内容

区内に所有する農地・山林・原野採草
放牧地の転用・売買

計画を事前に区に届ける

屋外における資材、廃材等の野積み
や青少年健全育成に障害を及ぼす恐
れのある自動販売機等

避ける又は設置しない

土地の形質変更 周辺の景観に調和するように行い、できるだけ緑化に努める

休耕農地や宅地等の草刈、道路や隣
地に伸び出た影木切

所有者の責任において努める

建築物の敷地の分割 敷地面積を概ね250㎡以上確保

外壁又はこれに代わる柱の面から隣
地境界までの距離

１m以上とし、道路境界までは2m以上
※但し、付属建築物で軒の高さが3m以下の建築物はこの限りではない

高さ
地盤面から15m以下
※但し、病院・老人保健施設等の特殊建築物については協議

外壁及び屋根の色 刺激的な色を避け、周辺環境に調和

屋根 山形勾配屋根を原則とする

敷地と公道面に設ける柵等
・生垣等の開放性のあるものを原則とする
・道路境界より枝先を15cm以上離す

土留め できる限りコンクリートの平滑面を少なくするように努める

広告物の設置・提出・表示

・自己用のもの及び協定者の利便に限るものとする
・地盤面からの高さは4m以下
・最大見付面積は3㎡
※但し、建物に設置する広告物についてはこの限りではない

広告物の設置箇所 交通安全上支障のない場所

広告物の色彩・形態 周辺の環境に調和した違和感のないものを採用する

建物及び広告等の屋外照明 ネオン・点滅式・回転式のものは使用しない

沿道及び敷地内の空き地等 できる限り緑化又は花壇にするよう努める

緑化樹木等の使用
・既存の樹木等の活用に努める
・地球環境に適したものを使用(ビャクシン類・ネズミサシ等は使用しな
い)

植栽した緑化樹木等の管理 病害虫を予防し常に適正な生育保存に必要な管理に努める

設置について
・自己営業用のみ
・青少年の健全育成に影響のないものとする
・景観に配慮し、空き缶等の管理が適正に管理されるものとする

設置位置
・道路から1m以上後退する
・交通安全上支障のない場所に設置

集会所・広場等の保全
区内の集会所、広場等は訪れる人、使用する人が気持ちよく、憩いの場
となるよう保全に努める

道路・河川等の環境美化
地域の居住環境を守り、里道作りや井戸の草刈、ごみ収集等の作業に進
んで参加し、環境及び景観の保全に努める

史跡景観の保全
地域内の歴史を認識し、保護、伝承することの重要性を考え今日まで現
存する遺跡、神社、伝説碑、石仏、石碑等の保全に努める

山林の保全 区有林を大切にし、区有林の手入れには進んで参加する

平成16年6月1日　長野県知事　認可

公共施設等
の景観形成

工作物

自動販売機

土地利用

建築物及び
敷地
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■高森町の景観資源 

アンケートでの意見等から、高森町の景観資源を以下のようにまと

めました。 
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※橙色は、改善した方がよいところを示す 

■住民アンケートでの意見の概要 

(良い景観や改善した方がよいところ) 

景観計画策定に関して実施した住民アンケート調査では、町の良い景観や改善

した方がよいところについて様々な意見が寄せられました。 


